
罌粟（ケシ）と戦争                       2026.３.13. 

 

ケシの果実（ケシ坊主）に傷をつけて、アル

カロイド樹脂を採取し、阿片の原料とする 

芥川賞受賞作『叫び』の伏線は罌粟（ケシ）であると

感じました。小説の主人公の住む茨木市には大正・昭和

時代にかけて「阿片王」と呼ばれた二反長音蔵（1875‐

1951）(音次郎)が罌粟を栽培していました。その人物を知り

たくて、御子息が父上の生涯を書かれた『戦争と日本阿

片史』（すばる書房）を読んでみました。その最初の部分で、

ケシは音次郎の村では「津軽」という名で呼ばれ、野生で白い花

を美しく咲かせていた。足利義満の時代にインドから東北津軽地

方に伝来したものと言われ、それがどういうわけか、摂津に伝わ

り山野を麗しく彩っていたのだ という箇所に驚きました。 

いつ、どこからケシが「津軽」に入ったのかわかりませんでしたが、弘前大学医学部麻酔科医

松木明知氏が日本医史学雑誌に載せた一文を探し当てました。それは「弘前藩日記」を整理分類

した「津軽史」の記録からまとめたものです。これにより、天和三年（1683） にケシが弘前藩の「南

袋、千年山、上野の三ヶ所の 御菜園芥子花盛りに付きあふよう(阿芙蓉＝阿片)取らせ候事」とあり、ケシ

が栽培されていることが分かりました。六月五日と十七日の二日だけでも合計約六十匁、約 225ｇほど

になり、とあります。これで あふよう(阿芙蓉＝阿片) は 弘前藩が製造し、江戸時代を通じて巷間に知ら

れた秘薬として「一粒金丹」がある。鎮静剤や強壮剤として用いられ、下痢や脳卒中の後遺症などにも効能が

あるとされた（津軽デジタル風土記） とあるように、モルヒネとして国内に流通していたようです。 

 「阿片王」音蔵によれば、ケシは野生のアザミのような貧相なものだったそうです。ケシが薬

品として非常に貴重で高価なものであること、また、中国では阿片の需要があり、莫大な国費を

投じて購入していたことを知り、音蔵は栽培を決意します。時の内務省衛生局長後藤新平に訴え、

許可を受け、2 畝(約 2 アール) の畑を「台湾総督府罌粟栽培試験園」として、100 倍の 2 町歩ま

で広げ、さらにあちこちに罌粟畑を作っていきます。音蔵には高品質な薬品製造によって「報国」、

お国のために身を捧げるという、忠義しかありません。また、「土百姓」と御子息が父上を評価

されますが、立派な作物を作るため、土壌や品種の改良、作付け、収穫の時季など、農業しか頭

になく、栽培の仕方を丁寧に指導する、熱気あふれる人物でした。 

 日清戦争で勝利し、台湾を割譲させた日本は、島民のうち 40～50 万人が阿片中毒者であり、

その処置として彼らにのみ吸引を許可しました。そのために罌粟栽培が台湾でも始まりました。

毒を持って毒を制すとのことですが、やはり、毒は毒でした。阿片は貴重品で、禁制品であるた

め、高値で売買されました。満州国をつくった軍部の資金として、罌粟畑は熱河省、遼寧省、内

モンゴルなどの奥地に作られ、罌粟の畑作の指導のため、音蔵は誠心誠意、熱心に、私財を投じ

てまで、出かけていきました。その背後で、阿片密売業者と軍部が結びつき、莫大な利益をあげ

たことに間接的に関わったことを音蔵は敗戦間際に知るようになりました。薬用に、お国のため

に、と忠義しか頭になかった音蔵は、なんの益も得ず、一介の農民としての生涯を終えました。 


